
 

 学 校 名 等 大垣市立東小学校 

実 施 日 時 平成３０年７月２３日（月）・７月２４日（火） 

会 場 大垣市立東小学校 図工室 

参 加 人 数 ・２３日 親子１４組，子ども追加４名 

・２４日 親子１２組，子ども追加７名     合計 ６３名 

学習課題（分野） 親子陶芸教室 

運営者の願い 

親子で同じ目的と同じ時間を共有し、協力しながら、物を作る楽

しさや、物を大切にする心を育んでもらいたい。また、自分で制作

した食器で食事をすることが、子どもの食育につながってほしいと

思い企画しました。 

学 習 の 内 容 

＜親子で茶碗作り＞ 

 講師 夢現窯 コウノ サトシ先生  

  河野  利香先生 

１．始めに講師の先生による見本制作で手順を教えて 

いただきました。 

道具と材料：手ろくろ，型（素焼き），土（主体用，   

飾り用），水，布，なめし革 

①型を使って本体の形成 

②飾り用の土（赤土）を好きな形にして、本体に水  

で張りつける。 

③本体に足を付け、ひっくり返して型をはずし、内   

側に飾りを付ける。 

２．各自テーブルに戻って制作しました。 

・先生はとてもスピーディーに作っていましたが、同じ様に作業することが中々難し

く、子ども達や保護者の方も道具や土を使うのに試行錯誤していました。子ども達

は思うままに作業を進め、保護者の方も真剣に多くの時間を使って飾り付けをして

いました。子どものリクエストに応えて飾り付けを手伝うなど自然な親子の関わり

も多く見られました。親子でお互いに真剣な姿を見せ合うことで、集中力もより高

まり、暑い中でしたが皆さんじっくりと茶碗制作に取り組んでおられました。 

・実際に制作すると、見ていた筈の作業を忘れることもあり、真剣に見る、学ぶ、と

いう姿勢が大事だと気付かされることが多かったです。 

＜講師の先生より＞ 

「年齢を問わず、小さい頃から自分のお茶碗を作り、自分

で使うことを通して、物を大事にすることを学べること

は素敵なこと。自分で作ったお茶碗で食べると食が進み

ます。」とのお話がありました。 

＜よいところみつけ＞ 

親子でお互いの茶碗を褒めたり、真剣な姿勢を褒め合う

姿が多くありました。子ども達が保護者の方のよいとこ

ろを嬉しそうに話す姿が微笑ましかったです。 

＜参加者からの感想＞ 

・自分の手で作ったもので食事をしてみたいと考えていたので、とても良い経験にな

りました。（保護者） 

・子どもの制作中の真剣な姿が見られて良かったです。

（保護者） 

・難しかったけど、上手にできてうれしかったです。（児

童） 

・初めて陶芸を経験して、楽しかったです。夏休みの思

い出ができて良かったです。（児童） 

体験活動参加型（小学校）
（学校） 
 

よいところみつけの時間を

設け、お互いの良さや頑張

りを伝え合いました。親子

でよさを認め合うことで自

然と笑顔が溢れ、温かい関

わりが育まれます。 

親子がふれあうことの大切

さ、子どもとのコミュニケ

ーションを育むことの大切

さを身をもって学ぶことが

できました。 

親子で一緒に取り組むこと

によって、短時間でも密に

子どもとの関わりが持て、

子どもの成長や新しい一面

に気付くことができまし

た。また、物作りの楽しさ

や達成感を一緒に感じるこ

とができました。 

親子の会話やふれあいが増

えて、コミュニケーション

を育む良いきっかけになり

ました。 

親子で一緒に取り組む

ことによって、短時間で

も密に子どもとの関わり

がもて、子どもの成長や

新しい一面に気付くこと

ができました。また、物

作りの楽しさや達成感を

一緒に感じることができ

ました。 

親子の会話やふれあい

が増えて、コミュニケー

ションを育む良いきっか

けになりました。 

 よいところみつけの時

間を設け、お互いのよさ

や頑張りを伝えあいまし

た。親子でよさを認め合

うことで自然と笑顔が溢

れ、温かい関わりが育ま

れます。 

 親子がふれあうことの

大切さ、子どもとのコミ

ュニケーションを育むこ

との大切さを身をもって

学ぶことができました。 


